
事故概要

原因原因

貸切バスの運転者が体調異変の兆候を感じて
いたにもかかわらず運転を続け、前方を注視で
きなくなったことにより相手車両に気付くのが
遅れ追突した。背景には、運転者の健康管理が
徹底されておらず、事故当日、運転者の健康状
態を把握する点呼が実施されていなかった。

再発防止策
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★事業者は、運転者の病歴を的確に把握し、医師の判断に基づき治療を受けさせるなど、
運転者の健康管理を徹底する。

★事業者は、運転者に対し、走行中に体調異常を生じた場合、非常点滅表示灯を点灯させ、
直ちに、車両を安全な場所に停止するよう指導する。

★事業者は、遠隔地であっても電話等により点呼を確実に実施し、運転者の健康状態を把
握する。

平成26年9月26日、貸切バスが乗客13名を
乗せて走行中、車両故障により停止していた
相手車両に追突した。この事故により、貸切
バスの運転者及び添乗員の2名が重傷を負い、
乗客13名及び相手車両の運転者1名が軽傷を
負った。

貸切バスの損傷状況


